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石川県立九谷焼技術研修所　デザイン支援事業 10 年のあゆみ

2 0 1 5 年 8 月 1 8 日 （ 火 ） 〜  9 月 2 7 日 （ 日 ）

【 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 】

９ 月 １ ３ 日 （ 日 ） １ ３ ： ０ ０ 〜

藤 原 　 元 　 氏 （ 石 川 県 立 九 谷 焼 技 術 研 修 所 技 術 指 導 課 長 ）

開 催 時 間 ＝ 9 : 0 0 〜 1 7 : 0 0 （ 入 館 は 1 6 : 3 0 ま で ）　 休 館 日 ＝ 月 曜 日 （ 祝 日 開 館 ）

入  館  料＝ 大 人 ４ ３ ０ 円 （ ２ ０ 名 以 上 の 団 体 料 金 は ３ ７ ０ 円 ）、 ７ ５ 歳 以 上 ３ ２ ０ 円 、 高 校 生 以 下 無 料

主 　 　 催 ＝ 公 益 財 団 法 人 能 美 市 ふ る さ と 振 興 公 社 、 能 美 市 九 谷 焼 資 料 館

協 　 　 力 ＝ 石 川 県 、 石 川 県 立 九 谷 焼 技 術 研 修 所 、 能 美 市

（デザインについての指導）

（指摘内容のまとめ）（しいのき迎賓館での展示販売）

デザイン支援事業

　石川県立九谷焼技術研修所では、
若手の九谷焼の作り手の皆様に対し
て、講師指導のもと技術指導や新商
品の開発支援を行う「デザイン支援
事業」を実施しています。この事業
は今年で 11 年目を迎え、これまで
数々の参加者の成果品が生まれてき
ました。
　今回の展示では、作り手の制作意
図や成長の様子をご覧いただくため、
成果品と供に制作過程の資料などを
展示しました。作り手の「進化」と
歩んだ道のりを、是非ご覧下さい。

第 1回デザインディスカッション内容

5月 31 日 ( 金 )

ピエロ風の置物、内部に錘がつるされており、鈴の機能がある。錘の形状、吊し方を工夫して
音色を良くすること。胴体の厚みをもっと薄くすること。

（試作品）

（参加者の作品） （アイデアスケッチ） （デザインについての指導）

（2013 年 5 月 31 日指摘内容のまとめ）
（しいのき迎賓館での展示販売）



開催時間　■ 9:00〜17:00（入館は 16:30 まで）　

休 館 日　 ■ 月曜日（祝日開館）

入 館 料　 ■ 大人４３０円（２０名以上の団体料金は３７０円）、

　　　　　　 ７５歳以上３２０円、高校生以下無料

主催 / 公益財団法人能美市ふるさと振興公社、能美市九谷焼資料館

協力 / 石川県、石川県立九谷焼技術研修所、能美市

〒923-1111
石川県能美市
泉台町南
56 番地
　

TEL 
0761-58-6100

赤 地 　 径

伊 藤 　 由 紀 子

稲 垣 　 淳 平

稲 積 　 佳 谷

井 上 　 雅 子 　 　 　

上 田 　 葵

川 合 　 孝 知

河 内 　 範 子

川 上   真 子

河 田 　 里 美

河 端 　 理 恵 子

河 村 　 澄 香

北 尾 　 正 治  

齋 藤 　 ま ゆ

島 田 　 章 生

出 口 　 瑞 花

鷹 栖 　 充

髙 辻 　 あ い

宅 間 　 祐 子 　 　 　 　 　

竹 内 　 瑠 璃

武 田 　 朋 己

多 田 　 幸 史

弦 巻 　 玲 子

道 場 　 八 重

中 川 　 眞 理 子

中 田 　 雅 巳

糠 川 　 孝 之

船 木 　 大 輔

村 田 　 菜 穂 美

森 岡 　 希 世 子

安 井 　 一 夫

山 下 　 紫 布 　

結 城 　 彩

米 林 　 功

■  出展者一覧

能美市九谷焼資料館

今年は、九谷焼開窯から　　　 年の節目の年です。石川県立九谷焼技術研修所で
は、石川県の伝統産業である「九谷焼」の技術・技法を受け継ぐ人材の育成を目
的とし、これまで 750 名を超す卒業生を送り出してこられました。
このような中、本展では、平成 17年から消費者の立場に立ったモノづくりを行
う「デザイン支援事業」に注目し、360 年の歴史を受け継ぐ、九谷焼の新たな担
い手 34名による「進化する九谷　創造への道」展を開催いたします。是非ご覧
ください。

能美市九谷焼資料館　

■  ご挨拶

360

（五十音順）

（ 第 4 展 示 室 ）

伊藤慶二

■  指導講師

　　　　　　　　（陶芸家）

豊富な知識と技術を活かし、立体造
形をはじめ、器や文具に至るまで、
幅広い作品を展開している。その多
彩な作品群は国内外から支持を得て
おり、多くの美術館にパブリックコ
レクションとして所蔵されている。

　　　　　　　　（工業デザイナー）

三菱自動車工業チーフデザイナーを経
験し、その後デザイン事務所 ( 株 ) コボ
を設立する。素材や技術を商品化する
トータルデザインから、伝統工芸や地
域のブランド・メーキングにおいて活
躍中。

山村真一

　
■　ギャラリートーク

9/13 ( 日 )
13:00 ~

藤原　元　
（石川県立九谷焼技術研修所
技術指導課長）
昭和６３年より九谷焼技術研修
所に勤務。人材育成、商品開発
に携わり現在に至る。

氏


